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J-Link モニターモードデバッグ
モータ制御 ／ 無線通信アプリケーションに最適

アプリケーション適用例

■ PWM を利用したモータ制御アプリケーション
モニターモードデバッグを利用することにより、PWM 制御を続け
ながら、アプリケーションデバッグする事が可能です。

■ Bluetooth 通信アプリケーション
モニターモードデバッグを利用することにより、Bluetooth を「keep 
alive」実行続けながら、デバッグ処理を行う事ができます。

■ 通常のデバッグ
通信も停止してしまうため、通信中の
挙動が見えない。

■ モニターモードデバッグ
通信部分を続けながら、デバッグ対応

対応マイコン
■ Cortex-M3 / Cortex-M4 / Cortex-M7

モニタモードデバッグライブラリは割り込みサービスルーチンで、
ユーザアプリケーションと同等またはそれ以上の実行優先順位を持
ちますが、妨げられることなく実行したいコードよりも低くなりま
す。CPU がデバッガから停止コマンドを受け取ると、停止する代
わりにモニターモードデバッグライブラリの ISR を実行します。こ
の間、実行優先順位の高いコード（スタック、ドライバなど）はモ
ニターモードデバッグライブラリの ISR を優先使用できます。

対応統合開発環境

■ SEGGER Embedded Studio
■ IAR Embedded Workbench for ARM
■ Keil MDK-ARM

J-Link モニタモードデバッグを使用すると、実行優先順位の高いコードを
通常通り実行しながら、優先順位の低いアプリケーションを停止・実行する
ことができます。これにより、開発者に新しい手法のアプリケーションデバッ
グ手法を提供します。通信タスクを維持したまま、割り込み、イベント、そ
の他の信号を任意でオン / オフできるため、従来の手法ではデバッグが困難
だった多様なシステム状況を開発者は把握し、デバッグする事ができます。

サンプルプロジェクトを使ってみる

SEGGER Embedded Studio 用にサンプルプロジェクトが用意されております。
SEGGER Embedded Studio ダウンロード：　https://www.segger.com/downloads/embedded-studio/
J-Link モニターモードデバッグサンプルダウンロード：こちらをクリック

J-Link PLUS / ULTRA+ / PRO
J-Trace PRO シリーズでご利用頂けます。
J-Link BASE , J-Link LITE などではご利用頂けません。


